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経営理念を実行レベルに具現化したものが、ビジネスモデルです。
ビジネスモデルでポイントとなるのが、価値獲得（利益獲得）です。

顧客価値提案や価値提供プロセスといった価値創造の方法がいかに明確であって
も、実際に企業が存続できるだけの利益が獲得できなければ意味がありません。 価
値獲得（利益獲得）こそが、ビジネスモデルにおける重要な課題となります。
この講座では、経営理念と利益の結びつきの重要性を理解することから始め、「利益
モデル」「収益の多様化」「利益スイッチ」といった価値獲得の具体的な仕組みを、
議論やアウトプットの時間を多くとりながら、着実に「モノ」にしていきます。
そして、毎回の講義・ワーク・発表・フィードバックの繰り返しによって、貴社の新たな
ビジネスモデルを構築していきます。

第
5
期

毎月、講と講の間に
「中間フォローアップミーティング」を
開催し、毎回の学びと宿題を
ディスカッションして深め、
上級コース（ビジネスモデルゼミ）まで
学んだ先輩経営者の方の事例を
聞いていただけます！！

企業存続に欠かせない企業存続に欠かせない
利益獲得の具体的な仕組みを学ぶ利益獲得の具体的な仕組みを学ぶ

川上昌直氏 に学ぶ川上昌直氏 に学ぶ経営学者経営学者

講師 川上 昌直 氏
兵庫県立大学国際商経学部 教授
ロンドン大学SOAS 特別招聘教授

2026年版

「経営理念と利益イノベーション：
  利益イノベーションの理解」

オリエンテーション： 顧客価値の最大化だけが
価値獲得の方法ではない 
利益イノベーションの先進事例5/1（金）

「利益スイッチ」 長期的な価値獲得のためのつながりの創り方7/16（木）

「利益獲得のバリエーション：
  自社の利益のメカニズム」

30の利益モデルと自社の利益獲得モデル5/28 （木）

「ビジネスモデルの転換」 利益獲得を通してビジネスモデルの変革に
つなげる8/6（木）

「新たなビジネスモデルへ」 利益イノベーションから
ビジネスモデルイノベーションへ9/8（火）

「収益源の多様化」 自社独自の収益源の獲得方法の検討6/25（木）

講義×ディスカッションで、短時間でも、
自社に落とし込める実践的な内容です！

本来稼げるべき、儲けられるべき利益の水準を
取り切っていない可能性がどの会社にもあります
本来稼げるべき、儲けられるべき利益の水準を

取り切っていない可能性がどの会社にもあります

第１講

第２講

第３講

第４講

第５講

第６講

オンライン開催各日  16:00～19:00セミナーカリキュラム



株式会社アン
常務取締役  原 隆之 様
（美容業）

株式会社ネオランドリー
代表取締役  皆川 幸太郎 様
（クリーニング業）

株式会社エム・カンパニー
代表取締役  松木 克浩 様
（畜産物流業）

株式会社キャレック
代表取締役社長  渡邊 寛樹 様
（自動車リサイクル業）

エースカーゴ株式会社
常務執行役員  中嶋 正次 様
（運輸業）

以前、川上先生の「収益の多様化」という本を読んで、世の中の利益の取り
方を知りましたが、自社の中でどのように取り込めばいいかわかりませんで
した。 そんな時、セミナーを開催されると知り受講しました。

セミナーに参加されたきっかけをお聞かせください
介護保険事業という中で、収益化する方法や今後どうやって収益源
を生み出していくのかという発想そのものがありませんでしたので、
本当に目から鱗でした。また、実現性のある数字に落とし込めるよう
なプログラムだったので、自社のビジネスモデルは一つ違う形態に
持っていけそうなところまでいきました。
自分たちが未来に向かって変化していけるんじゃないか。という感
覚を感じることができたので、常にワクワクした気持ちでした。今回
の学びで得たことを活かして引き続き取り組んでいきます。

ご自身や会社にどのような変化がありましたか

商流の中で契約後にどうやってリカーリングをかけながら、継続的な収益
を得ていくのかを考える大きなヒントになりました。 また、関係機関や同業
他社・ライバルも含めて収益化できる可能性を追求することができました。

セミナーの中で得た気づきや学びを教えてください

こちらからインタビュー動画を
ご覧いただけます！

株式会社しあわせ計画
代表取締役  岡野 裕 様  介護業（兵庫県）

ご受講された
お客様に感想を伺いました

参加要領 お問い合わせ先

オンライン受講■ 受講スタイル：

※ コンサルティング業関連・セミナー教育業関連等、同業の方の参加はご遠慮ください。
※ 講師は変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。
※ セミナー中の撮影・録音は、お断りさせていただきます。
※ 暴力団関係者（準構成員等も含む）・暴力団関係企業・団体、 その他反社会的勢力に
　 属する方の参加はご遠慮ください。
※ 申込数が一定数に達しない場合や自然災害などにより、 開催方法の変更、
　 延期・中止を行う場合がございます。あらかじめご了承ください。 https://www.nisouken.co.jp/

お申し込み方法

利益イノベーション 検索

日創研ホームページからお申し込みください

■ 大阪研修センター TEL（06）6388－7741    
FAX（06）6388－7739

■ 東京研修センター TEL（03）5632－3030
FAX（03）5632－3051

■ 福岡研修センター TEL（092）475－1466
FAX（092）482－8392

■ 名古屋研修センター TEL（052）483－0471
FAX（052）483－0500   

■ 札幌研修センター TEL（011）729－2141
FAX（011）729－2145

■ 広島営業所 TEL（082）502－6281
FAX（082）502－6282

５０名■ 定　　        員：

経営者・経営幹部・後継経営者■ 受   講   対  象：

人材開発支援助成金
人材開発支援助成金は、事業主等が雇用する労働者
に対して職務に関連した専門的な知識及び技能の習
得をさせるための職業訓練等を計画に沿って実施した
場合に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部等を国
が助成してくれる制度です。

+ 円800  / 1時間
賃金助成

45％
受講費用の
1人あたり

（事業主団体等の場合は
賃金助成なし）

詳しい受給条件や手順、制度の最新の情報はこちらをご確認ください→

対象 セミナー受講が10時間以上

受講の6か月前から1か月前までの間に

訓練計画等の提出が必要です！

※トータル時間ではなく
　実際の実訓練時間が対象です。

※申請予定の方はお早めに
　お申し込みください。

人材開発支援助成金のご案内

制度の概要

※初回のみアカウント登録が必要です。
　アカウント登録には個人のメールアドレスが必要です。
　一つのメールアドレスで複数のマイページ登録を行うことができませんので、
　あらかじめご了承ください。

セミナーの当日のご案内、回答やお手続き、関係する資料の
受け渡し等は、「日創研マイページ」で行います。

（例：「infoなどの代表アドレス」「店舗のアドレス」など）

※日創研ホームページから、ご利用ガイドがご覧いただけます。
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